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再
発
見
・
牛
久
第
一
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

牛
久
沼
内
を
二
千
間
堤（
土
手
）で
か
こ
い

―

概お
お
むね
今
日
の
牛
久
沼
の
沼
域
確
定―

　

古
代（
奈
良
・
平
安
両
時
代
）
の
こ
ろ
、

牛
久
沼（
太
田
沼
）は
、
香
取
の
海
と
呼
ば

れ
る
内
海（
海
跡
湖
）に
な
っ
て
い
た
。

　

安
土
桃
山
時
代（
織
田
・
豊
臣
政
権
）に

な
る
と
、
ひ
と
続
き
に
な
っ
て
い
た
牛
久

沼
か
ら
手
賀
沼（
現
千
葉
県
北
西
部
）ま
で

は
、雨
期
以
外
、水
深
が
浅
く
な
り
、萱か
や（
ヨ

シ
、
ス
ス
キ
、
チ
ガ
ヤ
、
カ
ル
カ
ヤ
、
ス

ゲ
の
総
称
）
が
自
生
す
る
中
州
が
点
々
と

し
、
所
々
に
浅
瀬
が
あ
っ
て
、
多
数
の
小

河
道（
後
に
利
根
川
に
な
る
常ひ
た
ち
が
わ

陸
川（
※
）

や
小
貝
川
）
が
蛇
行
し
て
い
た
。（
※
常
陸

川
は
常
陸
国
猿
島
郡
境
村（
現
境
町
）地
先

に
源
を
発
し
太
平
洋
に
注
い
で
い
た
）

　

江
戸
時
代
初
期
。

　

代
官
頭（
の
ち
関
東
郡
代
）伊
奈
忠
次
・

忠
政
・
忠
治
三
代
総
指
揮
の
下
で
、
徳

川
第
２
代
将
軍
秀
忠
治
世
の
元
和
７
年

（
１
６
２
１
年
）
に
利
根
川
が
流
路
変
更

（
常
陸
川
に
合
流
）さ
れ
、
同
第
３
代
将
軍

家
光
治
世
の
寛
永
７
年（
１
６
３
０
年
）に

小
貝
川
が
分
流
さ
れ
、
そ
の
前
後
に
小
貝

川
が
利
根
川
に
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
利
根
・
小
貝
二
大
河
川
の
流
路

変
更
に
よ
っ
て
、
小
貝
川
の
堤
と
牛
久
沼

が
ひ
と
続
き
に
な
る
と
、
ひ
と
た
び
豪
雨

と
も
な
れ
ば
牛
久
沼
の
水
が
氾
濫
す
る
こ

と
が
あ
り
、
洪
水
時
に
は
小
貝
川
の
水
が

牛
久
沼
内
に
逆
流
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

忠
治
は
、
牛
久
沼
の
氾
濫
と
小
貝
川

の
逆
流
を
防
止
す
る
た
め
に
、
７
年
の

歳
月（
寛
永
４
年＜

１
６
２
７
年
よ
り

＞

）
を
費
や
し
、
沼
内
に「
か
こ
い
堤（
土

手
）」
を
築
い
た
。
か
こ
い
堤
の
延
長
は

二に
せ
ん
げ
ん

千
間（
３
６
４
０
メ
ー
ト
ル
）
に
及
ん

で
い
て
、
後
世
に
通
称
二
千
間
土
手
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
概
ね

今
日
の
牛
久
沼
の
沼
域
が
確
定
し
て
い

る
。
か
こ
い
堤
は
、
一
説
に
二
二
〇
〇
余

間（
約
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
）
あ
る
と
も
、

あ
る
い
は
も
う
一
説
で
は
二
三
三
二
間

（
４
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）あ
る
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
か
こ
い
堤
築
堤
と
同
時
に
東
側

牛
久
沼
が
今
日
の
沼
域
に
な
る

―

関
東
郡
代
伊
奈
忠
治
の
普
請
に

よ
っ
て―

の
か
こ
い
堤
よ
り
、
牛
久
沼
の
排
水
と
川

下
村
々
１
万
石（
現
龍
ケ
崎
市
域
）の
用
水

と
両
方
の
役
割
を
持
つ
江
川
用
水
路
が
開

削
さ
れ
て
い
る
。（
か
こ
い
堤
の
位
置
は
現

在
で
い
う
と
、
牛
久
、
龍
ケ
崎
、
取
手（
旧

藤
代
町
）、
つ
く
ば
み
ら
い（
旧
伊
奈
町
）

の
４
市
に
及
ぶ
）

　

二
千
間
堤
築
堤
に
よ
っ

て
、
旧
沼
内
の
湿
地
が
新

田
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い

る
。
現
在
の
牛
久
市
域
で

は
、
城
中
村
、
遠
山
村
な

ど
に
新
田
が
造
成
さ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
牛
久
沼
の
水

は
、
豪
雨
の
と
き
は
、
江
川

用
水
路
だ
け
で
は
排
水
で

き
ず
、
氾
濫
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
そ
こ
で
、
関
東
郡
代

第
６
代
伊
奈
忠た
だ
あ
つ篤（

ま
た
は

第
７
代
忠た
だ
の
ぶ順

）
総
指
揮
の
下

で
、
元
禄
年
間（
１
６
８
８

年
～
１
７
０
３
年
）
に
、
か

こ
い
堤
の
南
西
側
と
東
側

の
角
付
近
か
ら
、
牛
久
沼

の
水
を
小
貝
川
に
排
水
す

る
、
南
北
に
流
れ
る「
八
間

堀（
今
の
八
間
川
。
幅
員
八

間
）」が
開
削
さ
れ
た
。

■伊奈流（関東流）圦
い り ひ

樋（水門）の図

関東郡代伊奈忠篤または忠順

が牛久沼の八
はちけんぼりおとしぐち

間堀落口に設置

した木造の水門の略図。臨機

応変に開閉され、沼内の水の

排水の調整を図った。

（『土木工要録』より引用）

各時代の歴史よりこぼれ話


